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Shin KUBOTA1 : A rare cubomedusa Morbakka virulenta (Cnidaria Cubozoa Carukiidae) washed ashore at a seacoast 
of Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 
ヒクラゲMorbakkavirulenta (Kishinouye, 1910）は箱虫綱Cubozoaのクラゲの中では特大種で，強い刺胞毒
を持つことでよく知られ（久保田ほか 2012；久保田・足立 2013），沖縄を除く南日本に分布する（久保田
1998, 2014, 2015）.近年，多産する瀬戸内海で本種の出現や成長に関する報告がなされた（岡田ほか 2014).
和歌山県沿岸での本種の記録はごく少数で，これまでの採集記録としては，白浜町袋湾で2000年 6月27日採
集の傘径90mm個体（上野ほか 2001；久保田 2014），岬町多奈川での2004年12月と2007年10月に，傘径95mm,
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